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Pellet Club JAPAN 月刊ニュース（2020 年 3 月号） 

 

発行元：ペレットクラブ www.pelletclub.jp 

                                      発行日：2020 年 3 月 26 日 

１．木質バイオマス関連情報                                              

 

■北海道平取町、バイオマス産業都市構想を改訂し、公表。平

取町は 2015 年 7 月に 7 府省によりバイオマス産業都市として

認定された。2019 年度に取組内容の見直しを実施し、2020 年

１月に農水省より変更が承認され、新たな構想での取組みを進

めている【平取町：2020/02/03】 

http://www.town.biratori.hokkaido.jp/news/%E5%B9%B3%E

5%8F%96%E7%94%BA%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82

%AA%E3%83%9E%E3%82%B9%E7%94%A3%E6%A5%AD

%E9%83%BD%E5%B8%82%E6%A7%8B%E6%83%B3/ 

 

■農水省、2018 年林業算出額の統計結果について公表。木材需

要の回復を背景に国産材の需要が堅調なこと等から前年に比

べ 156 億円増加し、5,026 億円（対前年比 3.2％増加）と、2000

年以来 18 年ぶり に 5 千億円台に回復。燃料用チップ素材は

2012年のFITの導入以降、産出額が大幅に増加し続けており、

2018 年は前年比 33 億円増加の 248 億円に。2018 年に新たに

稼働を開始した木質バイオマス発電施設の増加等が寄与した

と考えられる。その他詳細は下記サイト参照【農水省：

2020/02/19】 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/ringyou_sansyutu/ 

 

■皇位継承に伴う重要儀式大嘗祭（だいじょうさい）の舞台「大

嘗宮」の解体資材を「お焚き上げ」（2 月 21 日）。この日は大嘗

宮跡に穴が掘られ、皇室の祭祀をつかさどる掌典らが、解体さ

れた建物や垣根の一部を燃やした。宮内庁は大嘗宮解体後の木

材について、バイオマス発電の燃料に再利用すると発表してい

る【毎日新聞：2020/02/21、産経新聞：2019/12/09】 

https://mainichi.jp/articles/20200221/k00/00m/040/071000c 

https://www.sankei.com/life/news/191209/lif1912090032-

n1.html 

 

■愛媛が地盤のスーパー、（株）フジの総菜子会社「（株）フジ

デリカ・クオリティ」（愛媛）、自社工場の野菜くずを活用した

バイオマス発電を 2020 年 1 月から本格稼働。同工場では野菜

の芯や皮などの食品廃棄物が年間 1,550t 発生。従来は産業廃

棄物として処理していたこれらのくずを破砕し、発酵させ、発

生したメタンガスを燃やして発電する。年間で削減される CO2 

排出量は、杉の木約 33,000 本の吸収量に相当し、地球温暖化

防止に貢献できるとしている【日本経済新聞：2020/02/21、（株）

フジデリカ・クオリティ：2019/11/11】 

https://www.nikkei.com/article/DGKKZO55889500Q0A220C

2LA0001/?ct=ga 

http://www.fujidelica.co.jp/wp-

content/uploads/2019/11/191111_news.pdf 

 

■学校法人金沢工業大学(石川)および関西電力（株）(大阪)は、

金沢工大の白山麓キャンパス内において、電力の消費者と供給

者が電力直接取引を行う実証研究を開始。同実証研究ではキャ

ンパス内に設置されている太陽光やバイオマス等再生可能エ

ネルギーによる発電設備や蓄電池等で構成されるマイクログ

リッドを実証フィールドとして、現在、関西電力が大阪にある

巽実験センターで実証研究しているブロックチェーン技術を

利用したプラットフォームを活用。キャンパス内の発電設備や

蓄電池からの電力供給を「電力の売り手」、教職員寄宿舎の電力

消費を「電力の買い手」として、両者の発電量や電力消費量に

基づき電力の直接取引を行う。研究を通じてブロックチェーン

技術を用いた電力直接取引にかかる知見を得るとともに、今後

規模を拡大させるなど、より実践的な実証研究にも繋げていく。

実施期間は 2020 年 2 月 21 日～3 月 31 日まで【金沢工業大学：

2020/02/21】 

https://www.kanazawa-

it.ac.jp/kitnews/2020/0221_blockchain.html 

 

■（株）小松製作所（東京）の茨城工場(茨木県ひたちなか市)

が、溶接職場などの空調設備の熱源に利用する木質バイオマス

温水ボイラ（最大出力 230kWh）を導入。同所で「火入れ式」

が行われ、関係者21人が完成を祝った【茨木新聞：2020/02/24】 

https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=1582450
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■経産省、「強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を図るた

めの電気事業法等の一部を改正する法律案」が閣議決定され、

第 201 回通常国会に提出すると発表。「電気事業者による再生

可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法(再エネ特措

法) 」についても一部改正。固定価格での買い取りに加えて、

新たに市場価格に一定のプレミアムを上乗せして交付する制

度（FIP 制度）を創設する「市場連動型の導入支援」や、これ

まで地域の送配電事業者が負担していた地域間連系線等の系

統増強の費用の一部を賦課金方式で全国で支える制度を創設

する「再生可能エネルギーポテンシャルを活かす系統増強」等

が内容に盛り込まれている。詳細は下記サイトを参照【経産省：

2020/02/25】 

https://www.meti.go.jp/press/2019/02/20200225001/2020022

5001.html 

 

■極東開発工業（株）（兵庫）、木質チップ乾燥コンテナシステ

ム「Kantainer」を開発し、2 月 26 日より発売。水分を多く含

む間伐材などが原料の木質チップの乾燥を行うことができ、脱

着ボデー車「フックロール」への搭載が可能で、乾燥前後の輸

送・荷役作業にも対応できる。希望小売価格は 585 万円（税抜）。

販売目標台数は 15 台/年【極東開発工業（株）：2020/02/25】 

http://www.kyokuto.com/ir/pdf/200225.pdf 

 

■ヤンマー（株）（大阪）のグループ会社であるヤンマーエネル

ギーシステム（株）（大阪）、栃木県の下水処理施設 2 カ所にバ

イオガス発電所「YANMAR ENERGY FARM」を設置し、発電

事業を開始。同事業では、思川浄化センター（同県野木町）に

「YANMAR ENERGY FARM 栃木思川（定格出力 49kW

（24.5kW×2 台）、予想年間売電量 37 万 kWh）」を、大岩藤浄

化センター（栃木市）に「YANMAR ENERGY FARM 栃木大

岩藤（定格出力 25kW、年間売電量は 19 万 kWh の見込み）」

を導入。栃木県から購入した消化ガスを用いて発電する。2 カ

所合計で一般家庭 100 軒分の消費電力相当で、FIT を活用して

売電。発電の際に排出するエンジンの排熱は、下水処理場の消

化槽の加温に活用する【メガソーラービジネス：2020/02/28】 

https://project.nikkeibp.co.jp/ms/atcl/19/news/00001/00652/?

ST=msb 

 

■秋田県三種町の町健康保養施設「砂丘温泉ゆめろん」で、も

みがらを燃料にしたボイラを灯油と併用し、温泉を温める取り

組みを開始。同施設は 2 月 22 日竣工。「ゆめろんバイオマスボ

イラー」と名付けられた今回のボイラは三種町とバイオマス燃

料販売の「もみがらエネルギー」（秋田県大潟村）が共同事業と

して導入。もみがらはそのまま燃やすと有害物質が発生してし

まうが、1/5 程に砕いて粉状になったものを瞬間的に燃焼させ

ることで、有害物質が検出されなくなったという。米の生産が

多い秋田で余ったもみがらを有効活用でき、地球温暖化対策に

もなるとして、関係者は期待【朝日新聞：2020/03/01】 

https://www.asahi.com/articles/ASN2Y6SR8N2QUBUB00B.

html 

 

■（一社）日本木質バイオマスエネルギー協会（東京）、2019

年度林野庁補助事業「地域内エコシステム」構築関連事業の成

果報告会の資料を公表。成果報告会は 2020 年 2 月 26 日（水）

～28 日（金）に東京ビッグサイトで開催された第 5 回［国際］

バイオマス展内で開催。「『地域内エコシステム』サポート事業」

と「『地域内エコシステム』技術開発・実証事業」の両方の資料

が公表されている。また 2019 年度林野庁補助事業「地域内エ

コシステム」サポート事業のうち、木質バイオマス熱等面的供

給実態調査支援事業で同協会が作成した「木質バイオマス発

電・熱利用をお考えの方へ導入ガイドブック 2020 年改訂版」

についても公開。ガイドブックは、木質バイオマスエネルギー

による発電利用や熱利用を推進するための導入に関する流れ

やポイント、国の支援策等についてまとめられている【（一社）

日本木質バイオマスエネルギー協会：2020/03/02】 

https://www.jwba.or.jp/ 

 

■（株）タクマ（兵庫）、中国木材（株）（広島）よりバイオマ

ス発電設備を受注したと発表。中国木材は工場の製材・乾燥加

工工程で発生する副産物を活用して既に国内で 5 ヶ所（出力合

計約 65,000kW）のバイオマス発電施設を運営している。新た

に受注したバイオマス発電設備は、広島県呉市にある中国木材

郷原工場向けバイオマス発電設備（7 基目、発電規模は約

10,000kW）と、宮崎県日向市にある日向工場向けバイオマス

発電設備（8 基目、発電規模は 14,500kW）の 2 件。いずれも

燃料として間伐材や工場から発生するバークやオガなどの

様々な副産物を活用。発電した電力は FIT を活用し電気事業者

に売電する。郷原工場向けは 2022 年、日向工場向けは 2023 年
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完成予定【（株）タクマ：2020/03/03】 

https://www.takuma.co.jp/news/2019/20200303.html 

 

■農林中央金庫、「農中森力(もりぢから)基金」第 6 回助成案件

を決定し、公表。第 6 回は 20 件の応募の中から 9 案件、合計

1 憶 9,500 万円の助成を決定。ICT 技術を活用した境界明確化

等による施業集約化、多用途に応じた木材供給体制の構築によ

る森林整備の推進、広葉樹林・アカマツ林の再生等、それぞれ

の地域が抱えている特有の課題等を解決し、これまでの取組み

を一歩前に進めることにより、地域の中核を担う事業体として

の事業実施態勢の整備を目指している。次年度の第 7 回は 2020

年 4 月 1 日（水）～6 月 30 日（火）まで募集し、2021 年 3 月

に助成先を決定する予定【農林中央金庫：2020/03/03】 

https://www.nochubank.or.jp/news/news_release/2020/post-

556.html 

 

■フォレストエナジー（株）（東京）、島根県津和野町枕瀬で 2022

年 4 月稼働を目指す発電所の建設を計画。林業の活性化を狙う

町は、採石場跡の民有地約 7,000 ㎡を借りて建設用地を造成。

発電所に併設する木質チップの製造保管施設も整備する【毎日

新聞：2020/03/07】 

https://mainichi.jp/articles/20200307/ddl/k32/020/283000c 

 

■アサヒビール（株）（東京）、5 月下旬から日本自然エネルギ

ー（株）（東京）と契約し活用している風力、バイオマス由来の

「グリーン電力」を、スーパードライ 500ml 缶の製造に活用

へ。同社は既に 2009 年 4 月よりスーパードライを生産する全

国 8 工場で 350ml 缶を生産する電力の全てをグリーン電力か

ら調達しており、1 月からは福島工場（福島）と吹田工場（大

阪）で生産するノンアルコールのビール飲料「ドライゼロ」も

グリーン電力からの調達に変更している。500ml 缶のグリーン

電力の調達量は 2020 年に 500 万 kWh を計画。350ml 缶やノ

ンアルコールのビール飲料の生産にも同 2,000 万 kWh を調達

する計画で、合計 2,500 万 kWh と 25%増に。アサヒビール全

体での CO2 排出量は約 1 万 1,600t/年削減できる見込み【日本

経済新聞：2020/03/06、食品産業新聞社：2020/03/09、アサヒ

ビール（株）】 

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO56496990W0A300

C2X12000/ 

https://www.ssnp.co.jp/news/liquor/2020/03/2020-0309-1347-

15.html 

https://www.asahibeer.co.jp/csr/eco/ge/ 

 

■前橋バイオマス発電所（群馬）をめぐる住民訴訟の控訴審で

東京高裁が 3 月 9 日、第 1 回口頭弁論を開催し、即日結審。こ

の裁判は、同発電所の建設の前に群馬県が不当に基準を変更し

て環境影響評価（環境アセスメント）の義務付けを免れさせた

として、住民らが事業補助金 4 億 8 千万円の返還を求めたもの。

同発電所（最大出力 6,750kW）は（株）関電工（東京）と（株）

トーセン（栃木）が出資して建設し、2018 年 3 月に営業運転を

開始。訴訟は 2016 年、福島第一原子力発電所の事故により放

射能で汚染された森林の間伐材を焼却することに不安を感じ

た住民らが「赤城山の自然と環境を守る会」を結成し、前橋地

裁に提訴。さらに発電所の排ガス量が従来の基準で 4 万㎥/時を

超えていたが、群馬県は木質バイオマスを燃料とする場合木に

含まれる水分を考慮して計算するよう基準を緩和。環境アセス

メントが未実施となった点等について住民らが問題している。

2019 年 10 月末の前橋地裁の第一審判決では住民の主張が退け

られたため、住民側は控訴。今回の判決は 5 月 20 日に言い渡

されるが、即日結審だっただけに原告側に厳しい内容も予想さ

れる【alterna：2020/03/09】 

http://www.alterna.co.jp/29729 

 

■中部電力（株）（愛知）、愛知県岡崎市、（株）NTT ファシリ

ティーズ（東京）、東邦ガス（株）（愛知）、および岡崎信用金庫

（愛知）と、地域電力小売会社「（株）岡崎さくら電力」を共同

出資により設立（3 月 9 日）。岡崎さくら電力は、岡崎市のごみ

処理施設「中央クリーンセンター」のバイオマス発電設備等で

つくられた電気を岡崎市の公共施設等に供給することで、CO2

排出量の削減およびエネルギーの地産地消の実現による地域

経済の活性化に取り組む。さらに岡崎さくら電力の事業利益を

活用し、再生可能エネルギーの普及拡大に努め、岡崎市が目指

す持続可能な社会の構築に貢献するとしている。2020 年 7 月

事業開始予定【中部電力（株）：2020/03/09】 

http://www.chuden.co.jp/corporate/publicity/pub_release/pre

ss/3272579_21432.html 

 

■JFE エンジニアリング（株）（東京）、千葉県船橋市高瀬下水

処理場の 20 年間運営を含む消化ガス発電事業を受注。船橋市

が下水道経営の安定化、地球温暖化対策に寄与することを目的
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として計画した事業。JFE エンジニアリングは既設の高瀬下水

処理場内に汚泥消化設備を建設し、設備から生成されるガスを

活用する消化ガス発電事業を 20 年間に亘り実施する。消化ガ

ス発電事業では、発電効率が高く世界的に実績豊富なドイツ

CATERPILLAR 社製発電用「MWM ガスエンジン」を採用。

また、同社横浜本社内のグローバルリモートセンターよりプラ

ントの最適運転支援を行う。さらに発電した電力を同社の電力

小売子会社アーバンエナジー（株）（神奈川）を通じて、市内の

企業等で利用してもらう仕組みを構築し、地産地消を推進する。

設計・施工期間は 2020 年 3 月～2022 年 3 月。発電設備の民設

民営事業期間は 2022 年 4 月～2042 年 3 月【OSR No.411：

2020/03/11、JFE エンジニアリング（株）：2020/03/04】 

http://www.jfe-eng.co.jp/news/2020/20200304082350.html 

 

■（公社）大日本山林会（東京）と木材サミット連絡会、農林

水産叢書 No.82『木材利用と地球環境─持続可能な社会に向け

て─』を刊行。機関誌『山林』で 2018 年 4 月から 13 回にわた

って掲載されたシリーズを１冊にまとめたもの。全文の PDF

データを大日本山林会のサイトで無料公開中【林政ニュース：

2020/03/13、大日本山林会：2020/01/31】 

http://www.j-fic.com/news/page/2 

http://www.sanrinkai.or.jp/news/sousyo82/ 

 

■福島県大熊町がバイオガス発電を計画し、燃料用作物を試験

的に栽培中。2,800ha の畑でまっすぐ伸びた高さ 3ｍを超える

ジャイアントミスカンサスとライムギの栽培を 2 年前から続け

ている。バイオマス発電ではバイオエタノールや木質チップを

燃料にすることも検討されたが、原発事故による放射能汚染が

選択肢を狭めた。町は昨年 2 月「発電した電力を販売し、熱は

農作物の栽培や温浴施設で活用する」とする報告書をまとめ、

バイオマス発電を中心にした将来像を描いた。この仕組みを

「大熊方式」と名付け、福島第一原発が立地する町から復興を

リードしようとうたう。2017 年 10 月に町が実施した公募型プ

ロポーザル審査会の結果では、鹿島建設（株）（東京）が優先交

渉権者となっている【東京新聞：2020/03/12、大熊町：

2017/10/24】 

https://www.tokyo-

np.co.jp/article/national/list/202003/CK2020031202000172.h

tml 

https://www.town.okuma.fukushima.jp/soshiki/sangyokense

tsu/1027.html 

 

■北海道水産林務部林務局林業木材課木質バイオマスグルー

プが、「林地未利用材集荷・搬出作業の実践テキスト」を発行。

林業事業者が林地未利用材の集荷・搬出作業を実践する際に必

要な、作業システムの技術的ポイントやノウハウ等が載ってい

る。下記サイトより閲覧可【北海道：2020/03/17】 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/chizai/R01zissen-

text.htm 

 

■山形県飯豊町議会、3 月定例会最終日の 17 日、町が提出した

「飯豊町気候非常事態宣言」案を全会一致で可決、採択。国連

の持続可能な開発目標（SDGｓ）を推進する自治体として国の

「SDGｓ未来都市」に選定されている東北 5 自治体（宮城県東

松島市、秋田県仙北市、岩手県陸前高田市、福島県郡山市）の

うち、単独での宣言は初。非常事態宣言は近年の気候変動が暮

らしの脅威であると認識し、温暖化防止に努めるとする内容。

バイオマス資源など環境負荷が小さい再生可能エネルギーの

積極活用や、省エネルギーやごみを減らす 4R 運動の推進、森

林資源等の適切な管理・保全、他自治体への連携の働き掛けと

いった 4 項目に取り組むとしている【河北新報：2020/03/18、

飯豊町：2020/03/17】 

https://www.kahoku.co.jp/tohokunews/202003/20200318_51

003.html 

https://www.town.iide.yamagata.jp/001/kikouhijoujitaisenge

n.html 

 

■生活協同組合おかやまコープ（岡山）、真庭バイオエネルギー

（株）（岡山）と電気需給契約を締結（3 月 18 日）。おかやまコ

ープは温室効果ガス排出量を 2030 年に 2013 年度比で 58％と

する目標を立てて削減に取り組んでいる。「SDGｓ未来杜市（み

らいとし）」であり、2015 年より地域の未利用材活用に取り組

む真庭バイオマス発電所の電気を真庭バイオエネルギーから

購入し、宅配など 34 施設で利用する。民間団体への電気供給

は岡山県内で初【生活協同組合おかやまコープ：2020/03/18】 

https://okayama.coop/information/detail.php?id_information

=2139 

 

■農水省、内閣府、文科省、国交省、環境省が、令和 2 年（第

14 回）3 月 16 日「みどりの学術賞」の受賞者を決定したと発
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表。「みどりの学術賞」は「みどり」についての国民の造詣を深

めるために、国内における植物、森林、緑地、造園、自然保護

などに係る研究、技術の開発その他の「みどり」に関する学術

上の顕著な功績のあった個人に内閣総理大臣が授与するもの。

今回の受賞者は兵庫県立大学名誉教授の中瀬勳氏と東京大学

名誉教授の福田裕穗氏。福田氏は「植物の木質形成機構の解明

とバイオマス利用基盤の構築」について研究。植物の組織構築

のモデルとして木質形成の中心的な過程である維管束形成機

構の解析を分子レベルで進め、道管形成を活性化する転写因子

を発見するとともに道管細胞の結合に働く糖タンパク質や道

管形成を制御する低分子ペプチドなどを発見。そのシグナル伝

達系の解明などを成し遂げ、木質形成の分子機構の全容を明ら

かにした。これら成果は植物の持続的な成長機構の解明のみな

らず、環境問題やエネルギー問題の解決につながる植物バイオ

マスの質的・量的改良と利用に関する研究基盤を築き、産業応

用に展望を開いたとして受賞につながった【農業協同組合新

聞：2020/03/18】 

https://www.jacom.or.jp/nousei/news/2020/03/200318-

40799.php 

 

■環境省、「平成 30 年度家庭部門の CO2 排出実態統計調査の

結果（確報値）について」公表。家庭部門の詳細な CO2 排出実

態等を把握し、地球温暖化対策の企画・立案に資する基礎資料

を得ることを目的に、2017 年度から本格調査として実施して

おり、今回、確報値としては 2 回目。各世帯の世帯構成、住宅

の建て方、電気、ガス等のエネルギー消費量や家電製品別の使

用状況等、延べ 496 項目にわたって詳細に調査。調査世帯数

13,000 のうち、9,996 世帯が回答（有効回答率 76.9%）。2018

年 4 月～2019 年 3 月までの期間実施。調査結果については下

記サイトを参照【環境省：2020/03/19】 

http://www.env.go.jp/press/107858.html 

 

 

※OSR：バイオマス・再可エネ等の専門情報誌 
「オンサイト・レポート」の略 

 

 

２．ペレット関連情報                                                 

 

■日本ペレットストーブ工業会（岐阜）、WEB サイトを大幅リ

ニューアル。活動をより分かりやすく伝えるため、より見やす

く使いやすいサイトを目指し、デザインを一新【日本ペレット

ストーブ工工業会：2020/01/28】 

https://pstove.jp/ 

 

■宮城県仙台市、（仮称）仙台高松発電所建設計画に係る環境影

響評価の実施状況を公表。仙台塩釜港（仙台港区）内の用地に、

出力 11.2 万 kW の火力発電設備を設置する計画で、事業者は

住友商事（株）（東京）。燃料として使用する木質バイオマスは、

トレーサビリティが 100％確実な木質ペレット（主として北米

からの輸入を計画）で、石炭とカロリーベースで 30％以上混

焼する計画。環境影響評価書の縦覧は 2020 年 2 月 28 日～3 月

27 日まで【仙台市：2020/02/28】 

https://www.city.sendai.jp/kankyochose/kurashi/machi/kankyoh

ozen/kurashi/kankyo/ekyo/jore/takamatu/index.html 

 

■北海道、「ペレット・薪ストーブのある住宅・店舗デザインコ

ンクールの結果について」公表。道では、身近な暖房燃料とし

ての木質ペレットや薪の魅力について道民からより一層の理

解を得るため、「ペレット・薪ストーブのある住宅・店舗デザイ

ンコンクール」を 2019 年 11 月 11 日～2020 年 1 月 17 日ま

で実施。テーマを「ペレット・薪ストーブのある室内空間」と

し、それに沿ったデザイン画（建築パース、イラスト、CG、油

彩画、水彩画等）を募集していた。北海道木質ペレット推進協

議会事務局長で（株）イワクラ（北海道）取締役環境事業部長

代行の高橋賢孝氏らが審査員。最優秀賞は 1 作品、優秀賞は 3

作品、佳作には 5 作品が選ばれた。北海道はコンクールの受賞

者へ授与した表彰状及び副賞、並びに本デザインコンクールの

応 募 作 品を ま と めた 作 品集 も サ イト に 掲 載【 北 海道 ：

2020/03/02】 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/chizai/R01biomassdesign

contest-kekka.htm 

 

■宮城県東松島市の東松島市商工会、本年度創設した第１回

「東松島経営大賞」の受賞者を決定。初年度は 2019 年 4 月 15

日～7 月 12 日まで募集し、18 事業所が応募。その中で、経営

大賞にはバイオマス発電を活用した地域課題解決プロジェク
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トを提案した同市の「貴凜庁（きりんちょう）（株）」が選ばれ

た。バイオマス発電の燃料のペレットを製造し、同社が運営す

る「KIBOTCHA（キボッチャ）」や水産加工会社などに電力供給

する計画。KIBOTCHA は東日本大震災で被災した旧野蒜小学校

跡を「防災体験型宿泊施設」として活用し、「防災」をテーマに

大人から子供まで楽しく学べるようになっているプロジェク

ト。既にテスト運用を実施している実現性と雇用が見込めるこ

となどが評価され、受賞に至った。授賞式が昨年 12 月に市内

であり、同社には賞金 50 万円が贈られた【河北新報：

2020/03/03、東松島市商工会：2019/04/09、貴凜庁（株）】 

https://sp.kahoku.co.jp/special/spe1000/20200303_12.html 

http://www.higamatu.miyagi-

fsci.or.jp/?post_type=suppplans&p=1401 

http://kirintyou.co.jp/contents/kibotcha.php 

 

■タイの石炭開発会社ランナー・リソーシズが、発電事業の全

額出資子会社を通じ、南部スラタニ県で木質ペレットを製造す

る SRT パワーペレットを買収したと発表（3 月 4 日）。再生可

能エネルギー事業への投資が目的【NNA ASIA：2020/03/06】 

https://www.nna.jp/news/show/2016405 

 

■イーレックス（株）（東京）、九電みらいエナジー（株）（福岡）、

（株）九電工（福岡）の三社でつくる「豊前ニューエナジー合

同会社」が福岡県豊前市に建設したバイオマス発電所の落成式

を 3 月 10 日に実施。発電所は 2017 年 12 月に設備工事を開始

し、2020 年 1 月 1 日には既に営業運転を開始。プラントの EPC

（設計・調達・建設）は JFE エンジニアリング（株）（東京）が

担当。JFE エンジニアリングと業務提携をしているフィンラン

ドのバルメット社が有する循環流動層（CFB）ボイラを採用。

PKS と木質ペレットが主燃料で定格出力は 74,950kW と国内最

大級。年間売電量は約 50 万 MW（一般家庭の約 15 万世帯分に

相当）を見込み、全て九州電力（株）（福岡）に売電する【イー

レックス（株）：2020/03/10、毎日新聞：2020/03/11、JFE エ

ンジニアリング（株）：2017/03/01】 

http://www.erex.co.jp/news/wp-

content/uploads/2020/03/press_release_20200310.pdf 

https://mainichi.jp/articles/20200311/ddl/k40/020/390000c 

http://www.jfe-eng.co.jp/news/2017/20170301085449.html 

 

■沖縄電力（株）（沖縄）、金武火力発電所（沖縄）における木

質バイオマス供給設備の建設工事を開始すると発表（3 月 10

日）。2020 年 2 月 10 日に供給設備の工事計画届出書を那覇産

業保安監督事務所へ提出し、4 月より建設工事を開始する。対

象となる設備は金武火力発電所の 1 号機、2 号機(共に発電出

力：22 万 kW)で、石炭のみ燃料としていたが、木質バイオマス

燃料と混焼する。混焼比率は約 3%（重量比）。同社は地球温暖

化対策の一環として具志川火力発電所（沖縄）においても木質

バイオマス燃料と石炭の混焼に取り組んできており、木質バイ

オマス使用量は両方の発電所合計で約 3 万 t/年。CO2 削減量

等も両方の合計で約 4 万 t/年となる。金武火力発電所で混焼す

るバイオ燃料は、沖縄県内で有効利用されず焼却処分されてい

た建設廃材から製造されている（株）バイオマス再資源化セン

ター（BRC）（沖縄）の木質ペレット。2021 年 3 月の運用開始

を目指す【沖縄電力（株）：2020/03/10】 

https://www.okiden.co.jp/shared/pdf/news_release/2019/200

310.pdf 

 

■（株）プロスペクト（東京）、ロシアで進めてきた木質ペレッ

ト工場の主要設備が完成したとプレスリリース（2 月 28 日）。

ロシア連邦ハバロフスク地方のアムールスクにて進めている

プロジェクト。JV パートナーである RFP（Russia Forest Products）

グループ（木材の伐採から加工まで総合的にカバーする企業群）

が所有及び運営する２つの木材加工工場に隣接する場所に建

設しており、木質ペレットの原材料である高品質の製材残渣が

長期的かつ低コストで入手可能な上に鉄道でウラジオストッ

クの不凍港へ直接運搬することも可能とのこと。同社は RFP グ

ループとの提携はペレット燃料を日本に輸出するための長期

的かつ戦略的パートナーシップと位置付けている。第１段階で

の木質ペレットの生産量は 9 万 t/年。生産が軌道に乗った後に

は 135,000 t/年まで生産量を拡大し、最終的には第 2 工場の建

設と併せ 50 万 t/年の生産量が目標。今後は製造プラントの試

運転及び第三者機関による製品検査等を予定。また木質ペレッ

トのオフテイク契約（長期供給契約）は最終調整を進めている

ところで、今期中に契約締結予定。詳細は契約締結後に公表す

るとのこと【OSR No.411：2020/03/11、（株）プロスペクト：

2020/02/28】 

https://www.prospectjapan.co.jp/ir/pdf/pr200228pr.pdf 

 

■薪ストーブ、ペレットストーブ、煙突などの販売・設置・メ

ンテナンスを手掛ける（有）煙筒の横山（北海道）が本社社屋
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を移転へ。現住所は北海道の旭川市忠和 3 条 7 丁目 3 番 8 号

で、新社屋住所は旭川市忠和 5 条 5 丁目 7 番 27 号。1F がショ

ールーム、2F が事務所等で、ペレットはドライブスルーで購入

可能、国内最大級の店舗になるとのこと。同社サイトで新社屋

の外観イメージが見られる。移転オープンは 4 月 1 日。4 月 18

日（土）～19 日（日）はオープン記念展示会を開催予定【OSR 

No.412：2020/03/18、（有）煙筒の横山：2020/03/04】 

https://entotuya.com/%ef%bc%94%e6%9c%88%ef%bc%91%e6%97

%a5%e3%80%8c%e7%85%99%e7%ad%92%e3%81%ae%e6%a8%aa%e

5%b1%b1%e3%80%8d%e7%a7%bb%e8%bb%a2%e3%82%aa%e3%83%

bc%e3%83%97%e3%83%b3%e3%81%97%e3%81%be%e3%81%99%e

f%bc%81/ 

 

■需要が伸び悩むペレットストーブに対し、東北で広がるおし

ゃれな外観の新商品開発、購入費補助や周知活動。山本製作所

のペレットストーブ「OU（オウ）」もその一つ。昨年 10 月から

本格販売を始め、今年度のグッドデザイン賞に選ばれた。設置

費込みで 70 万～80 万円と高価だが、今季は 100 台限定の販

売で 7 割超が売れたという。ペレットストーブは東日本大震災

以降の再生可能エネルギーへの関心の高まりから各地で導入

が進んだが、2015 年頃まで増加傾向だった国内の年間販売台

数が、近年 3 千台前後でほぼ横ばい。需要を伸ばそうと、購入

補助金の支給や地域で使える商品券の交付、シンポジウムの開

催など、各自治体や民間事業者が尽力している【朝日新聞：

2020/03/08、山本製作所：2020/02/27】 

https://www.asahi.com/articles/ASN364TVTN33UNHB005.html 

http://www.woody-yamamoto.jp/info/wn_127.html 

 

■住友重機械工業（株）（東京）、日揮（株）（神奈川）より 75MW

級バイオマス専焼発電所(出力：74,950kW、建設予定地：宮城

県石巻市)向けボイラ設備を受注。（株）レノバ（東京）、東京ガ

ス（株）（東京）、ユナイテッド計画（株）（秋田）、みずほリー

ス（株）（東京）が共同で設立した「合同会社石巻ひばり野バイ

オマスエナジー（東京）」が計画するバイオマス専焼発電所の中

核となるもので、再熱方式を採用した高効率な循環流動層（CFB）

ボイラとなる。木質ペレットや PKS が主燃料。運転開始は 2023

年 5 月の予定【住友重機械工業（株）：2020/03/24】 

https://www.shi.co.jp/info/2019/6kgpsq000000c6w0.html 

 

 

 

 

 

３．イベント情報（国内）                                               

 

 

 

 

 

◎：木質ペレット燃料、ストーブ、ボイラの関連イベント 

 

■NPO 法人グリーンズ キノマチ会議事務局「キノマチ大会議 

まちと森のいかしあう関係性をつくるカンファレンス」 

2020 年 3 月 26 日（木）※延期時期は 6、7 月頃を検討中 

東京ミッドタウンホール B（東京都港区） 

https://greenz.jp/event/kinomachi-daikaigi-2020/ 

 

■気候ネットワークシンポジウム「炭鉱の町釧路から地球温

暖化を考える」 

2020 年 3 月 28 日（土）※延期 

釧路市生涯学習センター・まなぼっと幣舞 705/706（北海

道釧路市） 

https://www.kikonet.org/event/2020-03-28 

 

■2020 年春季大会運営委員会「林業経済学会 2020 年春季大

会シンポジウム」 

2020 年 3 月 30 日（月）※2020 年 6 月 28 日（日）に延期 

名古屋大学東山キャンパス（愛知） 

※東京農業大学横井講堂（東京都世田谷区）に変更 

http://www.jfes.org/kenkyukai/JFES_2020_Spring/notice20030

9.pdf 

 

■（株）新社会システム総合研究所「最新の再エネ発電設備

に係る税制と FIT 法改正対策スキームについて～全量売電低圧

太陽光発電の FIT 適用除外対策等～」 

 

※OSR：バイオマス・再可エネ等の専門情報誌 
「オンサイト・レポート」の略 

 

※ 新型コロナウイルスの影響で、多くのイベ

ント、展示会が中止や延期を発表されてい

ます。開催の有無については、各イベント

のウェブサイト等をご確認ください。 
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2020 年 4 月 16 日（木） 

紀尾井フォーラム（東京都千代田区） 

http://www.ssk21.co.jp/seminar/S_20166.html 

 

■（株）JPI（日本計画研究所）「発電事業のプロジェクトファ

イナンス～最新実務・法改正を踏まえたリスク分析と契約実

務の勘所～太陽光発電 風力発電 バイオマス発電 既存案

件のセカンダリー取引等」 

2020 年 4 月 16 日（木） 

JPI カンファレンススクエア（東京都港区） 

https://www.jpi.co.jp/seminar/14919 

 

■（有）煙筒の横山「（本社移転）オープン記念展示会」 

2020 年 4 月 18 日（土）～19 日（日） 

（有）煙筒の横山（北海道旭川市） 

https://entotuya.com/ 

 

■NPO 法人農都会議 バイオマス WG／農都交流・地域支援 G 

4 月勉強会「スマート林業が拓く未来～林業の ICT 化で変わる

サプライチェーン～」 

2020 年 4 月 20 日（月） 

港区神明いきいきプラザ 4 階集会室Ａ（東京都港区） 

https://blog.canpan.info/bioenergy/archive/302 

 

■ISAP2020 日本開催組織委員会「国際応用藻類学会第 7 回大

会（ISAP2020）」 

2020 年 4 月 20 日（月）～24 日（金） 

※2021 年 5 月 23 日（日）～28 日（金）に延期 

幕張メッセ（千葉県千葉市） 

http://v4.eir-

parts.net/v4Contents/View.aspx?cat=tdnet&sid=1627880 

 

■日報ビジネス（株）「2020 NEW 環境展」「2020 地球温暖化

防止展」 

2020 年 4 月 22 日（水）～24 日（金）※開催中止 

インテックス大阪（大阪府） 

https://www.nippo.co.jp/stop-ondanka20/ 

 

■林野庁「第 30 回森と花の祭典－『みどりの感謝祭』式典併

催行事『みどりとふれあうフェスティバル』」 

2020 年 5 月 9 日（土）～10 日（日） 

日比谷公園にれのき広場等（東京都千代田区） 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/sanson_ryokka/200203.h

tml 

 

◎CMT「11th Biomass Pellets Trade & Power」 

2020 年 5 月 11 日（月）～14 日（木）※再調整中 

東京マリオットホテル（東京都品川区） 

https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=200501& 

 

◎日本ペレットストーブ工業会「第 2 回 JAPAN 

PELLETSTOVE SHOW in Nagoya」 

2020 年 5 月 12 日（火）※2021 年 5 月名古屋にて開催予定 

ららぽーと名古屋みなとアクルス屋外イベントスペース「デ

カゴン」（愛知県名古屋市） 

 

◎日本ペレットストーブ工業会「総会／設置推奨基準講習会

等」 

2020 年 5 月 13 日（水）※総会は 2021 年 5 月に開催予定 

名古屋市内（愛知県名古屋市） 

 

■（一社）日本エネルギー学会燃焼部会「燃焼の基礎に関す

る講習会～エネルギー管理士（熱分野）への第一歩～」 

2020 年 6 月 12 日（金） 

日本大学理工学部駿河台校舎（御茶ﾉ水）（東京都千代田区） 

https://www.jie.or.jp/publics/index/747/ 

 

■再生可能エネルギー協議会「第 15 回再生可能エネルギー世

界展示会＆フォーラム RENEWABLE ENERGY 2020」 

2020 年 7 月 8 日（水）～10 日（金） 

パシフィコ横浜（神奈川県横浜市） 

http://www.renewableenergy.jp/2020/ 

 

■（一社）日本エネルギー学会「第 29 回日本エネルギー学会

大会」 

2020 年 8 月 5 日（水）～7 日（金）※7 日（金）はテクニカ

ルツアー 

富山国際会議場大手町フォーラム（富山県富山市） 

https://www.jie.or.jp/publics/index/557/ 
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◎リードエグジビションジャパン「スマートエネルギーWeek

内バイオマス展」【関西展】 

2020 年 9 月 9 日（水）～11 日（金） 

インテックス大阪（大阪府大阪市） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

■（一社）林業機械化協会「2020 森林・林業・環境機械展示

実演会」 

2020 年 10 月 4 日（日）～5 日（月） 

苫小牧東部地域（北海道苫小牧市） 

https://www.rinkikyo.or.jp/ 

 

◎リードエグジビションジャパン「スマートエネルギーWeek

内バイオマス展」【東京展】 

2021 年 3 月 3 日（水）～5 日（金） 

東京ビッグサイト（東京都江東区） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

■日報ビジネス（株）「2021 NEW 環境展」「2021 地球温暖化

防止展」 

2021 年 5 月 

東京ビッグサイト（東京都江東区） 

https://www.nippo.co.jp/n-expo019/index.htm 

 

◎リードエグジビションジャパン「スマートエネルギーWeek

内バイオマス展」【関西展】 

2021 年 9 月 29 日（水）～10 月 1 日（金） 

インテックス大阪（大阪府大阪市） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

◎リードエグジビションジャパン「スマートエネルギーWeek

内バイオマス展」【東京展】 

2022 年 3 月 2 日（水）～4 日（金） 

東京ビッグサイト（東京都江東区） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

◎リードエグジビションジャパン「スマートエネルギーWeek

内バイオマス展」【関西展】 

2022 年 9 月 28 日（水）～30 日（金） 

インテックス大阪（大阪府大阪市） 

https://www.bm-expo.jp/ja-jp.html 

 

 

 

４．イベント情報（海外）                                               

 

◎Biomass Brno 

2020 年 3 月 31 日（火）～4 月 4 日（土） 

ブルノ（チェコ共和国） 

https://www.bvv.cz/en/biomass/ 

 

■Bioenergie FORST live 2020 

2020 年 4 月 3 日（土）～5 日（月） 

オッフェンブルク（ドイツ） 

https://www.forst-live.de/en/forst-live-en 

 

■ Energy Efficiency and Renewable Energy Exhibition & 

Conference 

2020 年 4 月 7 日（火）～9 日（木） 

ソフィア（ブルガリア） 

https://viaexpo.com/en/ee-re-exhibition 

 

■Argus Biomass Conference 2020 

2020 年 4 月 20 日（月）～22 日（水） 

ロンドン（UK） 

https://www.argusmedia.com/en/conferences-events-

listing/biomass 

 

◎EUBCE 2020 

2020 年 4 月 27 日（月）～30 日（木） 

マルセイユ（フランス） 

http://www.eubce.com/conference/eubce-conference.html 

 

■10th European Algae Industry Summit 

2020 年 4 月 29 日（水）～30 日（木） 

レイキャビク（アイスランド） 
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https://www.wplgroup.com/aci/event/european-algae-

industry-summit/ 

 

■IFAT 2020 

2020 年 5 月 4 日（月）～8 日（金） 

ミュンヘン（ドイツ） 

https://www.ifat.de/en/ 

 

■POWERGEN INDIA 

2020 年 5 月 5 日（火）～7 日（木） 

ニューデリー（インド） 

https://www.powergen-india.com/ 

 

■Nordic Baltic Bioenergy Conference 

2020 年 5 月 6 日（水）～7 日（木） 

ヴィリニュス（リトアニア） 

https://www.svebio.se/en/evenemang/nordic-baltic-bioenergy-

conference/ 

 

■7th Africa OIL PALM 

2020 年 5 月 6 日（水）～7 日（木） 

アクラ（ガーナ） 

https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=200517& 

 

◎ISO/TC 238 Meeting  

2020 年 5 月 10 日（日）～15 日（金） 

バンクーバー（カナダ） 

https://www.iso.org/committee/554401.html 

 

■Biogas Development Forum 

2020 年 5 月 13 日（水） 

アムステルダム（オランダ） 

https://informaconnect.com/biogas-development-

forum/?vip_code=FKA2758BIOINS&utm_source=Bioenergy%20Insi

ght&utm_medium=referral&utm_campaign=Bioenergy%20Insight%2

0banner%20referral&utm_content=FKA2758BIOINS&tracker_id=F

KA2758BIOINS 

 

■Biomass Trade Summit Europe 2020 

2020 年 5 月 13 日（水）～14 日（木） 

アムステルダム（オランダ） 

https://www.wplgroup.com/aci/event/biomass-trade/ 

 

■ALL-ENERGY Exhibition and Conference 2020  

2020 年 5 月 13 日（水）～14 日（木） 

グラスゴー（UK） 

https://www.all-energy.co.uk/ 

 

■RENEXPO Energy Waste & Water Western Balkans  

2020 年 5 月 13 日（水）～14 日（木） 

ベオグラード（セルビア） 

http://renexpo-belgrade.com/en/conference/conference-

program/conference-program-2020/ 

 

■Expobiogaz 2020 

2020 年 6 月 3 日（水）～4 日（木） 

リール（フランス） 

https://www.expo-biogaz.com/en/show/lille 

 

■International Fuel Ethanol Workshop & Expo 

2020 年 6 月 15 日（金）～17 日（日） 

ミネソタ州ミネアポリス（USA） 

http://www.fuelethanolworkshop.com/ema/DisplayPage.aspx?pa

geId=Home 

 

■Biodiesel Production Technology Summit 

2020 年 6 月 15 日（金）～17 日（日） 

ミネソタ州ミネアポリス（USA） 

http://www.biodieseltechnologysummit.com/ema/DisplayPage.as

px?pageId=Home 

 

■KWF Tagung 2020 

2020 年 7 月 1 日（水）～4 日（土） 

ヘッセン州シュヴァルツェンボルン（ドイツ） 

http://www.kwf-tagung.org/kwf-tagung.html 

 

■UK AD and World Biogas Expo 2020 

2020 年 7 月 1 日（水）～2 日（木） 

バーミンガム（UK） 

http://www.biogastradeshow.com/ 
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■World Biogas Summit 

2020 年 7 月 1 日（水）～2 日（木） 

バーミンガム（UK） 

http://world-biogas-summit.com/ 

 

◎The 9th Asia-Pacific Biomass Energy Exhibition (APBE 2020) 

2020 年 8 月 16 日（日）～18 日（火） 

広州市（中国） 

https://pellets-wood.com/the-9th-asia-pacific-biomass-

energy-exhibition-ap-o20933.html 

 

■Asia Solid Fuels 2020 

2020 年 8 月 26 日（水）～27 日（木） 

ハノイ（ベトナム） 

https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=200821& 

 

◎ 6th Biomass & BioEnergy Asia/Recycled Energy Asia 

2020/WtE Asia 2020 

2020 年 9 月 8 日（火）～10 日（木） 

バンコク（タイ） 

https://www.cmtevents.com/aboutevent.aspx?ev=20020809& 

 

◎Svebio Fuel Market Day 2020 

2020 年 9 月 10 日（木） 

https://www.svebio.se/en/evenemang/svebio-fuel-market-

day/ 

 

◎Advanced Biofuels Conference 2020 

2020 年 9 月 15 日（火）～17 日（木） 

ストックホルム（スウェーデン） 

https://www.svebio.se/en/evenemang/advanced-biofuels-

conference-2020/ 

 

■RWM & Future Resource 2020 

2020 年 9 月 16 日（水）～17 日（木） 

バーミンガム（UK） 

https://www.rwmexhibition.com/ 

 

■EFIB 2020 

2020 年 10 月 5 日（月）～6 日（火） 

フランクフルト（ドイツ） 

https://efibforum.com/ 

 

■13th Biofuels International Conference & Expo 

2020 年 10 月 6 日（火）～7 日（水） 

ブリュッセル（ベルギー） 

https://www.biofuels-

news.com/conference/biofuels/biofuels_index_2020.php 

 

■International Biomass Congress & Expo 

2020 年 10 月 6 日（火）～7 日（水） 

ブリュッセル（ベルギー） 

https://www.bioenergy-

news.com/conference/biomass/biomass_index_2020.php 

 

■International Biogas Congress & Expo 

2020 年 10 月 6 日（火）～7 日（水） 

ブリュッセル（ベルギー） 

https://www.bioenergy-

news.com/conference/biomass/biomass_index_2020.php 

 

■POLLUTEC 

2020 年 12 月 1 日（火）～4 日（金） 

リヨン（フランス） 

https://www.pollutec.com/en/home/ 

 

■Progress in Biogas V 

2021 年 3 月 10 日（水）～12 日（金） 

シュトゥットガルト（ドイツ） 

https://ibbk-biogas.com/schedule/progress-in-biogas/ 

 

■Elmia Wood  

2021 年 6 月 2 日（水）～5 日（土） 

ヨンショーピン（スウェーデン） 

https://www.elmia.se/wood/ 
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５．公募等情報（締切順）                                              

 

■林野庁「省エネ再エネ高度化投資促進税制」 

適用期間 2018 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日 

https://www.jwba.or.jp/%E6%96%B0%E8%A6%8F%E3%83%9A%E

3%83%BC%E3%82%B8-

1/%E7%9C%81%E3%82%A8%E3%83%8D%E5%86%8D%E3%82%A8

%E3%83%8D%E9%AB%98%E5%BA%A6%E5%8C%96%E4%BF%83%E

9%80%B2%E7%A8%8E%E5%88%B6/ 

 

■北海道「エネルギー地産地消スタートアップ支援事業委託業

務」公募型プロポーザル 

参加表明書提出締切 2020 年 4 月 7 日（火）/企画提案書提出

締切 2020 年 4 月 14 日（火） 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kke/sene/scodeR2.htm 

 

■NEDO「『カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品

生産技術の開発』に係る公募について」 

公募期間  2020 年 2 月 27 日（木）～2020 年 4 月 10 日（金） 

https://www.nedo.go.jp/koubo/EF2_100152.html 

 

■環境省「令和 2 年度脱炭素社会実現のための都市間連携事業

委託業務公募について」 

公募実施期間 2020 年 3 月 24 日（火）～4 月 14 日（火） 

http://www.env.go.jp/press/107906.html 

 

■NEDO「2020 年度『新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に

向けた技術研究開発事業』に係る公募について」 

公募期間 2020 年 3 月 18 日（水）～2020 年 4 月 16 日（木） 

https://www.nedo.go.jp/koubo/CA2_100243.html 

 

■兵庫県「再生可能エネルギー補助事業」 

募集期間 2020 年 3 月 2 日（月）～4 月 17 日（金） 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk24/r2saienehakkutu_boshuu.html 

 

■林野庁「令和 2 年民間団体を対象とする林野庁補助事業の事

業者の公募(第 2 回)について」 

参加締切 2020 年 4 月 17 日（金） 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/supply/hojyo/index.html 

■広島県「令和 2 年度広島県省エネ活動促進補助金の公募のお

知らせ」 

受付期間 2020 年 4 月 17 日（金） 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/eco/2katudohojokin.html?_

fsi=rKqu3FXG 

 

■環境省「令和2 年度地域脱炭素化推進事業体設置モデル事業」 

受付期間 2020 年 3 月 9 日（月）～4 月 17 日（金） 

https://www.env.go.jp/guide/kobo.html 

 

■農林中央金庫「『農中森力基金』第 7 回助成事業の募集につ

いて」 

募集期間 2020 年４月１日（水）～6 月 30 日（火） 

https://www.nochubank.or.jp/news/news_release/2020/post-

556.html 

 

■京都府「自立型再生可能エネルギー導入等計画の認定及び導

入支援制度」 

計画認定申請期間 2015 年 10 月 1 日（木）～2021 年 3 月 31

日（水） 

http://www.pref.kyoto.jp/energy/documents/ninteiseidogaiyou.p

df 

 

■東京都「地方卸売市場省エネルギー等対応施設整備補助金」 

受付期間 2017 年 4 月 1 日（土）～ 2022 年 3 月 31 日（木） 

https://www.shijou.metro.tokyo.lg.jp/jouhoukoukai-

portal/pdf/jiritsu/hojo/g3-3.pdf 

 

■東京都「東京都区市町村との連携による地域環境力活性化事

業」 

事業期間 2014 年度～2023 年度

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/policy_others/municipal_suppo

rt/current.html 

 

■高知県「高知県木質資源利用促進事業費補助金」 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030501/2019022200068.h

tml 
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■高知県「再生可能エネルギー利活用事業費補助金」 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/610301/2015060100117.h

tml 

 

■高知県香南市「香南市燃料タンク対策事業費補助金」 

http://www.city.kochi-

konan.lg.jp/reiki_int/reiki_honbun/r254RG00001291.html 

 

■高知県仁淀川町「仁淀川町再生可能エネルギー利活用事業費

補助金」 

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r191RG00

000129.html#e000000030 

 

■栃木県「栃木県環境保全資金（省エネ設備等の導入）」 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/d02/eco/kankyou/ondanka/syoue

ne-setubi-yuusi.html 

※融資制度 

 

■徳島県「自然エネルギー立県とくしま推進資金貸付制度」 

https://www.pref.tokushima.lg.jp/jigyoshanokata/kurashi/shizen

/5007685/ 

※融資制度 

 

■奈良県「新エネルギー等対策資金」 

http://www.pref.nara.jp/23346.htm 

※融資制度 

 

■（公財）日本環境協会「2019 年度（平成 31 年度）環境配慮

型融資促進利子補給事業」 

https://www.jeas.or.jp/activ/prom_23_00.html 

※融資制度 

 

■横浜市「よこはまプラス資金（環境・エネルギー対策）」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kankyo-

koen-gesui/plus/taisyou.html 

※融資制度 

 

■千葉県「環境保全資金（制度全般事業認定）」 

https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/chikyuukankyou/ne/shien-

jigyousha.html 

 

■千葉県市原市「市原市企業立地促進条例」 

http://www.city.ichihara.chiba.jp/kanko/0205sangyou/kigyouritt

igaido.html 

  

■千葉県南房総市「南房総市施設園芸用木質バイオマス暖房機

設置費等補助金」 

http://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000007149.html 

 

■（独）農林漁業信用基金「災害で被災された方の支援につい

て（新型コロナウイルス感染症による影響を含む）」 

https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/shien/index.html 

 


